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株式会社オルタナは2019年5月6日─31日ま
で、GAFA（グーグル、アップル、フェイスブッ
ク、アマゾン）と日本のIT企業大手（ヤフー、楽
天、DeNA、ZOZOの４社＝参考調査）につい
て「企業の社会満足度（Social Satisfaction)
調査」を実施した。回答はすべてオンライン
で、回答数は296だった。

Ｓ
Ｓ
調
査
に
つ
い
て

©Google ©Apple ©Facebook ©Amazon

【質問項目】（各項目5点満点で評価）
1 社会に貢献していると思うか。
2 納税や雇用面など基本的な社会的責任を果たしていると思うか。
3  社会へのネガティブなインパクトはどうか。
　（与えていないと考えた場合は数字を高く評価）
4 NGO／NPOなどへの支援や対話は十分か。
5 経営者の意思は社会に伝わっているか。

Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
の

社
会
的
責
任

日米IT企業の社会満足度（SS）調査 2019年5月・オルタナ編集部調べ
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GAFAの社会的責任

Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ（
グ
ー
グ
ル
、
ア
ッ
プ
ル
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、

ア
マ
ゾ
ン
）に
対
し
て
、
国
際
社
会
に
よ
る
課
税
や
規
制
強

化
の
動
き
が
強
ま
っ
て
い
る
。
具
体
的
に
は「
デ
ジ
タ
ル
課

税
」「
独
占
禁
止
法
」「
個
人
情
報
保
護
」「
環
境
負
荷
の
低

減
」の
４
つ
の
包
囲
網
だ
。こ
れ
ら
の
事
例
を
見
渡
す
と
、
Ｇ

Ａ
Ｆ
Ａ
だ
け
に
限
ら
な
い
、
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
の
共
通
課
題

と
し
て
の「
社
会
的
責
任
」が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
。

（ 

オ
ル
タ
ナ
編
集
長
・
森
　
摂
、
オ
ル
タ
ナ
編
集
部
・
吉
田 

広
子
、
池
田 

真
隆
、

堀 

理
雄
、
寺
町 

幸
枝
、
羽
生 

の
り
子
＝
パ
リ
）

Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
の
問
題
点
を
社
会
的

責
任
の
観
点
か
ら
み
る
と
、「
ガ

バ
ナ
ン
ス
」「
社
会
対
応
力
」「
説

明
責
任
」と
い
う
３
つ
の
キ
ー

ワ
ー
ド
が
浮
か
び
上
が
る
。

日
本
企
業
に
も
共
通
の
課
題

特
に
ガ
バ
ナ
ン
ス
問
題
は
、
多

く
の
日
本
企
業
に
と
っ
て
も
喫
緊

の
課
題
だ
。
近
年
、
不
祥
事
を
起

こ
し
た
日
産
自
動
車
や
東
芝
な
ど

で
は
、
そ
の
積
極
的
な
サ
ス
テ
ナ

ビ
リ
テ
ィ
・
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
は
比
較

的
良
く
知
ら
れ
て
い
た
。
Ｃ
Ｓ
Ｒ

担
当
者
が
い
く
ら
頑
張
っ
て
も
、

経
営
陣
が
台
無
し
に
し
て
し
ま
っ

た
事
例
は
少
な
く
な
い
。

問
題
な
の
は
、「
灰グ

レ
ー
ゾ
ー
ン

色
領
域
」だ
。

完
全
に
違
法
で
は
な
い
と
し
て
も
、

企
業
倫
理
や
市
民
感
情
の
観
点
か

ら
問
題
に
な
る
領
域
は
大
き
い
。

そ
こ
で
、
企
業
の「
社
会
対
応
力
」

が
問
わ
れ
る
。
特
に
Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
は
、

こ
れ
ま
で
に
な
い
利
便
性
を
ユ
ー

ザ
ー
に
提
供
し
て
き
た
か
ら
こ
そ

成
長
し
、
そ
の
あ
ま
り
、
寡
占
や

デ
ー
タ
の
独
占
が
進
み
、
社
会
か

ら
の
大
き
な
反
発
を
呼
ん
だ
。
他

の
ベ
ン
チ
ャ
ー
や
成
長
企
業
に

と
っ
て
も
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
だ
。

社
会
対
応
力
は
、「
ソ
フ
ト

ロ
ー
」に
ど
う
対
応
す
る
か
が
ポ

イ
ン
ト
だ
。
ソ
フ
ト
ロ
ー（
柔
ら

か
い
法
律
）と
は
、
社
会
か
ら
の

要
請
や
評
判
を
意
味
す
る
。

ハ
ー
ド
ロ
ー（
硬
い
法
律
）が
、

そ
れ
に
違
反
す
る
と
何
ら
か
の
法

的
制
裁
が
あ
る
の
に
対
し
て
、
ソ

フ
ト
ロ
ー
に
は
法
的
制
裁
は
な
い

も
の
の
、
社
会
か
ら
の
大
き
な
批

判
が
あ
っ
た
り
、
不
買
運
動
が
起

き
た
り
す
る
。

ソ
フ
ト
ロ
ー
は「
ハ
ー
ド
ロ
ー

化
」す
る
こ
と
が
多
い
。
Ｇ
Ａ
Ｆ

Ａ
に
対
し
て
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ（
経
済

協
力
開
発
機
構
）を
起
点
に「
デ

ジ
タ
ル
課
税
」の
動
き
が
進
む
ほ

か
、
日
本
政
府
も「
デ
ジ
タ
ル
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
取
引
透
明
化

法
」（
仮
称
）の
２
０
２
０
年
通
常

国
会
提
出
を
目
指
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
動
き
の
背
景
に
は
、

灰グ

レ

ー

ゾ

ー

ン

色
領
域
の
対
応
急
務

　
「
社
会
満
足
度（
Ｓ
Ｓ
）調
査
」

は
、
企
業
の
成
長
要
因
と
し
て
、

従
業
員
満
足
度（
Ｅ
Ｓ
）と
顧
客

満
足
度（
Ｃ
Ｓ
）と
と
も
に
、
社

会
満
足
度（
Ｓ
Ｓ
、ソ
ー
シ
ャ
ル
・

サ
テ
ィ
ス
フ
ァ
ク
シ
ョ
ン
）と
い

う
新
し
い
指
標
が
有
効
と
の
仮

説
に
基
づ
く
。
こ
の
考
え
方
は
、

２
０
１
５
年
、
著
作『
未
来
に
選

ば
れ
る
会
社

│
Ｃ
Ｓ
Ｒ
を
起

点
に
し
た
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ブ
ラ

ン
デ
ィ
ン
グ
』（
学
芸
出
版
社
）

で
提
案
し
た
。

　

こ
の
う
ち
ア
ッ
プ
ル
が
質
問

②
③
⑤
に
お
い
て
最
も
高
い
得

点
が
付
き
、
グ
ー
グ
ル
が
①
と

④
で
最
高
得
点
だ
っ
た
。
ア
マ

ゾ
ン
と
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
は
総

じ
て
点
数
が
低
め
だ
っ
た
。

　

日
本
企
業
で
は
、
ヤ
フ
ー
と

楽
天
へ
の
社
会
満
足
度
が
比
較

的
高
か
っ
た
。
ヤ
フ
ー
は「
社
会

へ
の
貢
献
度
」と「
Ｎ
Ｇ
Ｏ
／
Ｎ

Ｐ
Ｏ
な
ど
へ
の
支
援
や
対
話
」

を
評
価
さ
れ
、
楽
天
は「
納
税
や

雇
用
」の
得
点
が
高
か
っ
た
。

　

社
会
満
足
度
が
高
い
の
は「
ア
ッ
プ
ル
」

ヤフー
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2

34
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ギ
ー
に
す
る
こ
と
を
目
標
に
掲
げ

た
。
ア
マ
ゾ
ン
は「
長
期
目
標
を

持
っ
て
い
な
い
」と
返
答
し
た
。

日
本
で
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

ダ
イ
ア
ロ
グ
の
実
施
に
つ
い
て
は
、

ア
ッ
プ
ル
だ
け
が「
大
学
や
研
究

機
関
と
ダ
イ
ア
ロ
グ
を
実
施
し
て

い
る
」と
し
、
ア
マ
ゾ
ン
は「
実
施

し
て
い
な
い
」、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
は「
無
回
答
」。
グ
ー
グ
ル
は
す

べ
て
の
質
問
に
対
し「
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
を
参
照
下
さ
い
」と
返
答
が

来
た
だ
け
だ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
回
答
を
見
る
と
、
Ｇ

Ａ
Ｆ
Ａ
は
環
境
・
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
に

は
そ
れ
な
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

そ
れ
が
う
ま
く
社
会
に
伝
わ
っ
て

い
な
い
。

世
界
の
政
府
や
メ
デ
ィ
ア
か
ら

集
中
砲
火
を
浴
び
る
中
で
、「
自
社

の
取
り
組
み
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
も

言
い
訳
に
と
ら
れ
る
可
能
性
が
あ

る
」と
思
い
込
ん
で
い
る
フ
シ
が
あ

る
が
、
そ
う
で
は
な
い
。
社
会
と

長
期
的
に
良
好
な
関
係（
エ
ン

ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
）を
築
く
た
め
に

も
、
Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
に
は
積
極
的
な
情

報
発
信
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

▼
ダ
ブ
ル
・
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
・
ウ
ィ

ズ
・
ダ
ッ
チ
・
サ
ン
ド
ウ
ィ
ッ
チ　

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
あ
る
２
つ
の
子

会
社（
海
外
事
業
を
管
理
す
る
子
会

社
と
知
的
財
産
権
を
保
有
す
る
子

会
社
）と
、
オ
ラ
ン
ダ
に
あ
る
現
地

法
人
を
介
し
た
取
引
で
極
端
な
租

税
回
避
を
す
る
手
法
。
ア
ッ
プ
ル

が
１
９
８
０
年
代
に
導
入
し
た
の

に
続
き
、フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
や
グ
ー

グ
ル
も
追
随
し
た
と
さ
れ
る
。

▼
実
効
税
率
10
％
以
下　

欧
州
委

員
会
は
３
月
、
欧
州
連
合（
Ｅ
Ｕ
）

内
で
デ
ジ
タ
ル
事

業
を
営
む
企
業
の

実
効
税
率
が
平
均

9.5
％
で
、一
般
的
な

企
業
の
23
・
２
％
よ
り
低
い
と
指

摘
し
、
新
た
な
課
税
方
法
を
提
言

し
た（
２
０
１
９
年
３
月
13
日
付
け

朝
日
新
聞
）。

▼
デ
ジ
タ
ル
課
税
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
が

２
０
２
０
年
１
月
に
大
筋
合
意
へ　

２
０
１
９
年
６
月
８
─
９
日
に
福

岡
市
で
開
か
れ
た「
20
カ
国
・
地
域

（
Ｇ
20
）財
務
相
・
中
央
銀
行
総
裁

会
議
」で
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
に
よ
る
デ
ジ
タ

ル
課
税
の
作
業
計
画
を
承
認
。
工

場
や
支
店
な
ど「
恒
久
的
施
設（
Ｐ

Ｅ
）」を
置
か
な
い
企
業
に
も
課
税

で
き
る
国
際
ル
ー
ル
に
向
け
て
大

き
く
前
進
し
た
。

▼
欧
州
委
が
独
禁
法
違
反
で
50
億

ド
ル
の
制
裁
金　

欧
州
連
合（
Ｅ

Ｕ
）の
欧
州
委
員
会
が
、
グ
ー
グ
ル

の
持
ち
株
会
社
で
あ
る
ア
ル
フ
ァ

ベ
ッ
ト
に
対
し
て
、
43
億
４
千
万

ユーロ（
約
50
億
５
千
万
㌦
）の
制
裁

金
支
払
い
を
命
じ
た
。
ア
ル
フ
ァ

ベ
ッ
ト
の
２
０
１
７
年
12
月
期
の

純
利
益
の
約
４
割
に
相
当
す
る
。

（
２
０
１
８
年
７
月
19
日
付
け
日
本

経
済
新
聞
）

▼
日
本
政
府
も
Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
対
策
の

強
化
へ　

日
本
政
府
も
独
占
禁
止

法
の
課
徴
金
算
定
期
間
を
最
長
３

年
か
ら
10
年
に
引
き
上
げ
る
。
取

引
条
件
の
開
示
を
義
務
付
け
る
な

ど
の
新
法
案「
デ
ジ
タ
ル
・
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
マ
ー
取
引
透
明
化
法（
仮

称
）」も
２
０
２
０
年
の
通
常
国
会

に
提
出
す
る
方
針
だ
。

▼
５
千
万
人
の
個
人
情
報
が
流
出　

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
は
２
０
１
８
年

９
月
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
欠
陥
が

原
因
で
、
ア
カ
ウ
ン
ト
の
乗
っ
取

り
や
個
人
情
報
流
出
の
可
能
性
が

あ
っ
た
と
発
表
し
た
。

▼
最
大
50
万
人
分
の
個
人
デ
ー
タ

が
流
出　

米
グ
ー
グ
ル
も
同
年
10

月
８
日
、
最
大
50
万
人
分
の
個
人

デ
ー
タ
が
流
出
し
た
可
能
性
を
発

表
し
た
。

▼
ス
マ
ー
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
の
会
話

を
盗
聴　

ブ
ル
ー
ム
バ
ー
グ
は

２
０
１
９
年
４
月
11
日
、「
米
ア
マ
ゾ

ン
が
、ア
レ
ク
サ
と
ユ
ー
ザ
ー
の
会

話
を
聞
き
、
分
析
し
て
い
る
」と
い

う
記
事
を
掲
載
し
た
。

▼
Ｉ
Ｔ
産
業
の
環
境
負
荷
、
航
空

業
界
を
抜
く　

仏
Ａ
Ｆ
Ｐ
は
５
月

18
日
、
仏
シ
ン
ク
タ

ン
ク「
シ
フ
ト
・
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」が「
Ｉ

Ｔ
産
業
が
温
室
効

果
ガ
ス
排
出
量
に
占
め
る
割
合
は
、

２
０
１
３
年
の
2.5
％
か
ら
２
０
２
０

年
に
は
４
％
に
増
加
す
る
」と
の
報

告
書
を
ま
と
め
た
と
報
じ
た
。
こ
の

数
字
は
民
間
航
空
業
界（
２
０
１
８

年
時
点
で
２
％
）を
上
回
り
、
自
動

車
業
界（
同
８
％
）に
迫
る
も
の
だ
。

▼
ス
ト
リ
ー
ミ
ン
グ
の
環
境
負
荷　

国
際
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
グ
リ
ー
ン
ピ
ー

ス
は
２
０
１
７
年
、
世
界
的
に
流

行
し
27
億
回
以
上
視
聴
さ
れ
た
韓

国
人
歌
手
の
楽
曲
の
動
画
配
信
に

よ
っ
て
、
小
規
模
な
発
電
所
１
年

分
の
発
電
量
に
相
当
す
る
電
力
が

消
費
さ
れ
た
と
推
計
し
た
。

Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
に「
４
つ
の
包
囲
網
」

Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
側
が
社
会
対
応
力
や
説

明
責
任
と
い
う
観
点
に
お
い
て
、

十
分
で
な
か
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

伊
藤
達
也
衆
院
議
員
も「
自
民
党

競
争
政
策
調
査
会
に
よ
る
ヒ
ア
リ

ン
グ
で
も
、
Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
に
よ
る
説

明
責
任
が
十
分
果
た
さ
れ
て
い
な

い
部
分
が
あ
っ
た
」と
指
摘
し
た
。

環
境
の
取
り
組
み
は
進
む

オ
ル
タ
ナ
編
集
部
は
Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ

の
日
本
法
人
４
社
に
共
通
の
質
問

状
を
出
し
た
。
質
問
事
項
は
Ｅ
Ｓ

Ｇ
の
観
点
か
ら「
気
候
変
動
対
策

に
関
す
る
長
期
目
標
」「
日
本
で

の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
ダ
イ
ア
ロ

グ
の
実
施
」「
社
会
的
な
取
り
組

み
」の
３
点
を
聞
い
た
。

ア
ッ
プ
ル
は
２
０
２
０
年
ま
で

に
４
Ｇ
Ｗ
以
上
の
ク
リ
ー
ン
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
生
産
す
る
こ
と
を
掲
げ

た
。
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
と
話
し
合
い

な
が
ら
、
再
エ
ネ
化
を
進
め
て
い

る
と
し
た
。

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
は
２
０
２
０

年
ま
で
に
温
室
効
果
ガ
ス
を
75
％

削
減
、
全
体
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

１
０
０
％
を
再
生
可
能
エ
ネ
ル

　

デ
ジ
タ
ル
課
税

　

独
占
禁
止
法

　

個
人
情
報
の
保
護

　

環
境
負
荷
の
低
減
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「
Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
は
説
明
責
任
足
り
な
い
」

─
Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
の
日
本
法
人
４
社

を
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
呼
ぶ
の
に
苦
労

し
た
と
の
報
道
も
あ
り
ま
し
た
。

間
違
っ
た
報
道
で
す
。
Ｇ
Ａ
Ｆ

Ａ
に
対
す
る
報
道
は
偏
っ
て
い
る

も
の
が
多
い
で
す
。
各
社
は
ヒ
ア

リ
ン
グ
に
対
し
て
は
真
摯
に
応
じ

て
く
れ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
Ｅ

Ｕ
が
２
つ
の
新
法
を
成
立
し
た
の

で
、
そ
の
新
法
に
対
し
て
の
考
え

を
聞
き
た
い
と
伝
え
ま
し
た
。
政

府
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
と
ア
マ
ゾ
ン
は
出
席
し
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
自
民
党
の
調
査

会
に
は
４
社
す
べ
て
が
参
加
し
ま

し
た
。

─
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
終
え
た
印
象

は
ど
う
で
す
か
。

政
府
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
取
っ
て
、
自
分
た
ち
の
ビ
ジ
ネ

ス
の
正
当
性
や
公
正
性
に
関
す
る

努
力
を
し
っ
か
り
説
明
し
て
い
く

姿
勢
は
感
じ
ま
し
た
。

個
人
的
な
感
想
で
す
が
、
彼
ら

（
の
発
想
）は「
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業

的
」だ
と
感
じ
ま
し
た
。
グ
レ
ー

な
も
の
に
対
し
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
を

す
る
。
黒
か
も
し
れ
な
い
が
、
グ

レ
ー
な
ら
ば
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
。

Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
な
ど
デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
へ
の
規

制
は
、
自
民
党
で
も
競
争
政
策
調
査
会
を
中
心
に
議
論
が
進

ん
で
い
る
。
そ
の
調
査
会
を
ま
と
め
る
伊
藤
達
也
衆
院
議
員

に
Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
と
の
や
り
と
り
を
聞
い
た
。�

（
オ
ル
タ
ナ
編
集
部
）

社
会
課
題
の
解
決
に
向
け
て
は
、

社
会
の
仕
組
み
や
ル
ー
ル
を
変
え

な
い
と
い
け
な
い
と
考
え
て
い
る

よ
う
で
す
。

そ
う
い
う
姿
勢
が
あ
る
が
ゆ
え

に
、
そ
れ
に
よ
っ
て
不
利
益
を
被

る
人
も
い
ま
す
。
で
あ
れ
ば
、
問

題
が
起
き
た
時
に
、
い
ち
早
く
解

決
し
て
い
く
制
度
を
整
備
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

─
政
府
は「
デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
マ
ー
取
引
透
明
化
法
」

（
仮
称
）を
準
備
し
て
い
ま
す
。

新
法
は
独
占
禁
止
法
の
補
完
的

な
意
味
合
い
で
考
え
て
い
ま
す
。

未
然
に
不
公
平
な
取
引
が
行
わ
れ

な
い
よ
う
に
す
る
た
め
で
す
。
デ

ジ
タ
ル
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
社

会
性
が
強
い
の
で
、
透
明
性
・
公

正
性
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
を

確
保
し
て
い
く
た
め
に
は
、
重
要

な
情
報
に
関
し
て
は
事
前
に
積
極

的
な
開
示
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ

う
い
う
意
味
で
の
新
法
で
す
。

包
括
的
な
規
制
を
か
け
る
趣
旨

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
メ
デ
ィ
ア
で

は
、「
包
括
的
な
規
制
を
か
け
る
」

と
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
う
い

う
趣
旨
で
は
な
い
の
で
す
。

─
そ
も
そ
も
、
Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
に
は

ど
う
い
う
社
会
的
責
任
が
あ
る
と

考
え
ま
す
か
。

デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

は
社
会
の
基
盤
で
す
。
そ
れ
だ
け

に
公
共
性
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

事
業
者
に
は
企
業
倫
理
や
社
会
行

政
法
を
認
識
し
た
う
え
で
経
営
を

し
て
も
ら
い
た
い
。
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
は
大
量
の
個
人
情
報
が
流

出
す
る
な
か
で
、「
デ
ー
タ
倫
理
」

が
条
件
だ
と
い
う
こ
と
を
ザ
ッ

カ
ー
バ
ー
グ
氏
自
身
も
発
言
し
て

い
ま
す
。
い
ま
、
Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
す
べ

て
の
経
営
者
に
デ
ー
タ
倫
理
は
求

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
の
一
つ
で
す
。

─
世
界
に
と
っ
て「
Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ

の
顔
」が
見
え
な
い
不
安
も
あ
る

よ
う
に
思
い
ま
す
。

ま
っ
た
く
そ
の
通
り
で
す
。
今

回
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
も
、
十
分
に

説
明
責
任
が
果
た
さ
れ
て
い
な
い

部
分
が
あ
り
ま
し
た
。
説
明
で
き

る
日
本
法
人
の
体
制
も
つ
く
っ
て

ほ
し
い
で
す
。「
自
分
が
担
当
で
は

な
い
か
ら
説
明
で
き
な
い
。
本
社

に
聞
か
な
い
と
分
か
ら
な
い
」と
い

う
ま
ま
で
は
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
上
の

問
題
を
感
じ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

こ
れ
だ
け
存
在
感
の
あ
る
ビ
ジ

ネ
ス
を
し
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、

そ
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
し
て
い
る
企
業

の
責
任
と
し
て
問
題
が
起
き
た
と

き
に
、
し
っ
か
り
対
処
が
で
き
る

体
制
を
構
築
し
て
、
重
要
な
説
明

責
任
を
果
た
し
て
ほ
し
い
で
す
。

─
ス
コ
ッ
ト
・
ギ
ャ
ロ
ウ
ェ
イ

の
著
書
に
も
、「
ビ
ジ
ネ
ス
や
社

会
、
地
域
に
極
め
て
大
き
な
影
響

を
与
え
て
い
る
」と
い
う
フ
レ
ー

ズ
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
点
で
、
社

会
へ
の
説
明
責
任
は
ま
だ
ま
だ
足

り
な
い
の
で
は
。

そ
う
思
い
ま
す
ね
。
Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ

は
米
国
で
生
ま
れ
た
企
業
で
、
彼

ら
に
続
こ
う
と
し
て
い
る
ベ
ン

チ
ャ
ー
か
ら
も
Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
解
体
論

が
出
て
い
ま
す
。
こ
の
問
題
は
大

統
領
選
挙
で
さ
え
争
点
に
な
っ
て

い
ま
す
。
寡
占
に
よ
っ
て
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
芽
ま
で
摘
ん
で
い

る
面
す
ら
あ
り
ま
す
。

伊
藤
達
也
・
自
民
党
競
争
政
策
調
査
会
長
に
聞
く

伊藤達也・自民党競争政策調査会長


